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令和４年度第２回日野市入札及び契約等監視委員会議事概要 

 

開催日時場所 
令和５年１月２３日（月） 午前 10時～12時 

日野市役所本庁舎５階 ５０１会議室 

出席委員 

委員長 藤村 和正（明星大学建築学部教授） 

委 員 島  弘毅（弁護士 島法律事務所） 

委 員 池田 伸也（税理士 池田伸也税理士事務所） 

◆議事次第 

１．開会 

２．審議事項 

（１）処分行為とその対応について 

（２）対象案件の概要について抽出案件について 

（３）抽出案件について 

３．その他 

４．閉会 

２．審議事項 

（1）処分行為とその対応について 

事務局 

・契約に関連して市の不適切な事務がございまして、処分を行いましたのでそ

のことについてご報告申し上げます。 

・事件当時はまちづくり部の係長職だった職員が業者から修繕業務の参考見積

を徴収する際にいわゆる相見積もり、１社に依頼して３社分の見積もりを提

出させるというような不適切な事務を行っていました。 

・本人としては業務に疑問を抱いておらず、部下にも同じようなやり方を指示

しており、令和元年９月から令和３年２月までの間に確認できただけで１３

件の不適切な事務処理を行っていたというものでございます。 

・今回の件については課題チームを作り、状況を確認やどのようにすればこの

ようなことが起きないかという検討を進め始めています。 

委 員 ・不適切な事務を行うきっかけはなんだったのか。 

事務局 

・他の係がやっていた修繕業務が丸ごと当該係長の係に移り、業務が手いっぱ

いになってしまった。本来は設計額を積算すべきところを見積で対応するこ

ととし、３社から見積もりを取るのは大変なので１社にまとめさせてしまえ

ばいいだろうと考え、それを部下にも指示したという経緯でございます。 

委 員 ・仕事が手いっぱいだとまた同じようなことが発生してしまうのではないか。 

事務局 
・（設計金額の）積算ができる土木職員の募集をしていますが、採用できず苦

慮しております。 

委 員 ・発覚した経緯は。 

事務局 ・警察からの情報提供です。 

委 員 
・内部で見つけた方がいい。 

・内部のチェック体制の中でチェックするのがいい。 
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（２）対象案件の概要について抽出案件について 

事務局 

・今回の対象は、令和４年７月１日から令和４年１２月３１日までに締結した

契約です。 

・トータルの件数としては、前年同時期が 347件、今期は 280件です。 

・工事と消耗品、備品あたりが減少しています。 

（３）抽出案件について 

①学校プール指導補助業務委託（日野三小・旭が丘小・東光寺小） 

 （契約締結後、事業者の想定を超えた費用が発生したことにより契約変更を行った案

件） 

委 員 ・令和３年度の委託ではこのようなことはなかったのか。 

事務局 ・この事業者は今年度が初めての参加です。 

委 員 

・契締結当時は想定できなかった事情変更（水質の悪化）は原因がわからず、

保健所等に確認したところ、おそらく事業者の責任がないというところから契

約変更、増額が了承されたのだろう。 

事務局 
・当初からある程度良心的な値段で入れてはいただいていました。その中で回

せなくなってしまったということでご相談を受けました。 

委 員 

・民間プールだから他の人（児童以外の市民等）も使用する。 

・原因がわからないので、他の人（が原因）かもしれないが、そうは言っても、

プールが使えないと児童が困ると思う。 

委 員 ・信頼関係を続けていく上ではいたしかたないかなという気がする。 

②日野市営火葬場駐車場路盤修繕 

 （落札率が低かった案件 落札率：73.43％） 

委 員 

・駐車場路盤整備は特殊な工事でもない気がする。なにもここに（参考見積を）頼

まなくても、もっと技術を持っている業者さんに頼めば低い落札率にはならな

いと思う。 

委 員 
・（急遽修繕が決定したということだが）駐車場の整備は目視すれば、整備の必要

性があるかはある程度わかるのではないか。 

③湯沢橋歩道部橋梁補修（4-1）工事（不調後 1回目） 

 （市内事業者を対象にして不調となり、工種を変更して市外業者も対象としたところ契約

締結に至った案件） 

事務局 

・（日野市にそれなりの数の橋があることから）次年度以降同様の工事が出て

くることが予想される中で、今年のこの結果をもって最初から市外を対象に

してしまっていいのか、今年と同様に１回市内でやるべきなのかということ

についてご意見いただければ。 

委 員 

・（市内業者が）下請けの都合で辞退したとなると、下請けの都合がつくなら

ば市内業者もという話になる。 

・市内業者の育成ということをメインとするならば、手間はかかるが、市内や

ってダメなら市外というのも仕方がない。 
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委 員 

・例えば３回連続でダメだったら、（最初から）市外事業者というのも。最終的

にはそうしなくては、市の効率的な運営ができない。 

・事業者に辞退理由をもう少し突っ込んで聞けると、次年度以降に参考になる

のではないか。 

 


